
町立小学校のあり方について 

 

１ 現状と課題  

 湯河原町教育委員会では、令和４年に「学校施設の適正配置に関する考え方」を

まとめ、令和６年に「今後の町立幼稚園及び小・中学校のあり方（原案）」を作成

しました。今後の方向性を検討していく中で、町内の児童・生徒数は年々減少する

ことが見込まれており、小学校では、３校すべて各学年１クラス（単級）となるな

ど、小規模化が進むことが想定されます。 

【小学校小規模化（１学年１クラス）の課題】 

①児童同士のかかわりが固定化する 

②行事や児童会活動などの集団活動に影響を及ぼす 

③「多様な友だちと学びあう力」「協働的な学びの経験」が得にくくなる 

 

２ 本町の小学校の規模 

 (1) 小学校の学級数 

学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 41 条（学級数）におい

て、「小学校の学級数は 12 学級以上 18 学級以下を標準とする。」と規定されて

おります。児童数の推計から、令和 14 年度には、町内３小学校のすべての学年

が１クラス（単級）となる見込みです。 

(2) 小学校の配置 

平成 27 年１月 27 日付け文部科学事務次官通知「公立小学校・中学校の適正

規模・適正配置等に関する手引きの策定について」及び義務教育諸学校等の施

設費の国庫負担等に関する法律施行令（昭和 33 年政令第 189 号）において、

「通学距離が、小学校にあってはおおむね４キロメートル以内」とされており

ます。 

 

【小学校の学級数】               （単位：クラス） 

 湯河原小 吉浜小 東台福浦小 

令和７年度（現状） 12 10 ６ 

令和 10 年度（見込） 10 ８ ６ 

令和 14 年度（見込） ６ ６ ６ 

 

【小学校の児童数】                 （単位：人） 

 湯河原小 吉浜小 東台福浦小 合計 

令和７年度 （現状） 256 258 71 585 

令和 10 年度（見込） 225 207 61 493 

令和 14 年度（見込） 174 168 40 382 
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３ 小学校統合のシミュレーション 

 【各校１学年１クラスとなる時期について（年度は推計値）】 

（1） ３校体制を継続する場合のクラス数 

 １年生１クラス 全学年１クラス 

湯河原小学校 令和９年度 令和 14 年度 

吉浜小学校  令和６年度 令和 11 年度 

東台福浦小学校 平成 24 年度以降全学年１クラス 

⇒令和 14 年度頃から３小学校すべてが１学年１クラスの小規模校となる 

(2) ２校体制とする場合 

 ※「通学距離概ね４キロメートル以内」を考慮し、湯河原小学校区に１校、 

吉浜・東台福浦小学校区に１校とした場合 

 １年生１クラス 全学年１クラス 

湯河原小学校 令和９年度 令和 14 年度 

吉浜小・東台福浦小 令和 11 年度 令和 16 年度 

⇒湯河原小学校は、令和 14 年度頃に全学年１クラスとなる。 

令和 16 年度頃には、２小学校ともに１学年１クラスの小規模校となる。 

(3) １校体制とする場合 

   ※３小学校の学区を統合し１校とする場合    

⇒年間出生数が 36 人を下回らない場合は、２クラス編成の継続が可能 

通学距離に課題があるため、スクールバスの導入検討が必要となる。 

        

４ 考え方のポイント 

「集団学習の必要性」を基軸に小学校の規模を保つ考え方は、子ども達の未来

に向けた質の高い教育環境づくりに繋げるために検討していく必要があります。

子ども達がさまざまな考えに触れる機会を設け、社会性・協働性の育成や多様な

学習展開を目指すには、複数学級が適しており、本町のめざす「活力ある学校」

へつながるものと考えます。 

 メリット デメリット 
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級 
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・少人数学級となった場合、きめ細かな支

援や対応ができる 

・家庭的な雰囲気で安心感がある 

 

・多様な他者と協働し学び合う経験が不足
する 

・友達関係が固定されるなど、人間関係の
閉塞感が生じる 

・似通った意見の中で学びが閉鎖的になら
ないよう気を配る必要がある 

・教職員数の減少に伴い、教師一人ひとり
が担う校務が増え、子どもたちに向き合
う時間が減少する 
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数 

学

級
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・多様な人間関係の中で成長できる 
・一定の集団の中で、社会性を身に付ける

ことができる 
・クラス替えが可能となる 
・クラスを超えた多様な学習活動が可能と

なる 
・同学年に複数の教員を配置することがで

き、指導体制が強化できる 

・一人ひとりにきめ細やかな支援や対応が

できているか気を配る必要がある 
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